
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第５章 防災指針 



 

74 

 
 

 
 

 
（１）防災指針とは 

防災指針とは、近年頻発・激甚化する自然災害に対応するため、立地適正化計画におけ
る居住や都市機能の誘導と併せて防災に関する機能の確保を図るための指針であり、令和
２年（2020年）6月に都市再生特別措置法が改正され、新たに位置づけられました。 
本章では、災害ハザードデータと都市のデータを重ね合わせることで、居住や都市機能

の誘導を図るうえで必要となる都市の防災に関する情報を分析し、災害リスクが高い区域
は居住誘導から外し、含める場合はしっかりとした対策を講じる等、防災・減災対策を明
らかにすることで各種災害に対してさらなる安全性を高めるための指針を立てます。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
（２）防災指針検討の流れ 

国土交通省が示す防災指針の手引きに基づき、本市では以下の設定フローに基づき検討
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

第５章 防災指針 

５－１ 防災指針の検討 

   都市機能誘導区域    居住誘導区域 

防災指針 
連携 
整合 

地域防災計画 
国土強靭化地域計画 

・各誘導区域内の災害リスクを分析・評価 
・誘導区域の設定に合わせて必要な防災対策を整理 

〈防災指針と他項目等との連携〉 

必要に応じて 
各誘導区域を防災 
の観点から再検討 

災害ハザード情報と都市の情報の重ね合わせによる分析 

地域ごとの防災上の課題の整理 

防災・減災まちづくりに向けた取組方針の検討 

具体的な取組、スケジュールの検討 

災害リスクの定量的評価 

災害ハザード情報の収集、整理 
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（３）収集、整理する情報 
前章までに設定した居住誘導区域・都市機能誘導区域内の災害リスク分析を行うにあた

り、発生する可能性のある災害ハザードデータを収集整理することが必要です。本市にお
ける防災指針の項目として、国土交通省が示す防災指針の手引きに基づき以下の災害ハザ
ード情報及び防災に係る都市の情報を整理します。 
なお、各誘導区域の周辺も含めて災害リスクを把握するため、市全域を対象に情報整理

を行います。 
 

■収集、整理する情報 
ハザード  データ 

水
害 

（１） 
洪水(外水) 

① 

洪水浸水想定区域（想定最大規模） 
《対象河川》 
利根川水系：利根川、黒部川、高田川、三宅川、清水川 
小畑川水系：小畑川 

② 
洪水浸水想定区域（計画規模） 
《対象河川》 
利根川水系：利根川 

③ 
浸水継続時間（想定最大規模） 
《対象河川》 
利根川水系：利根川、黒部川 

④ 
家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食） 
《対象河川》 
利根川水系：利根川 

（２） 
津波 ① 津波浸水想定区域 

（３） 
ため池 ① ため池浸水想定区域 

土
砂
災
害 

（４） 
土砂災害 

① 急傾斜地崩壊危険区域 

② 土砂災害特別警戒区域、土砂災害警戒区域 

そ
の
他 

（５） 
その他 

① 緊急避難場所等 

② 宅地造成等工事規制区域 

③ 千葉県地震被害想定調査に基づく揺れやすさマップ 

 
  ※黒部川は香取市や東庄町を流れており、市内に水域はないですが、本市北側の宮原町の一部

が浸水想定区域（想定最大規模）に指定されています 
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【想定最大規模  計算条件】 
確  率：1／1,000年 
算出の前提となる降雨： 
利根川 利根川流域、八斗島上流域の 

72時間総雨量 491.0mm 
黒部川 黒部川流域の 

24時間総雨量 672.0mm 
高田川  三宅川 高田川及び三宅川流域の 

24時間総雨量 690.0mm 
清水川 清水川流域の 

24時間総雨量 690.0mm 
小畑川 小畑川流域の 

24時間総雨量 690.0mm 
 
【計画規模  計算条件】 

確  率：利根川 1／200年 
黒部川 1／50年 

算出の前提となる降雨： 
利根川 利根川流域、八斗島上流域の 

72時間総雨量 336.0mm 
黒部川 黒部川流域の 

24時間総雨量 245.0mm 
 
【指定年月日】 

利根川 平成 29年 7月 20日 
黒部川 令和  2年 5月 28日 
高田川  三宅川  清水川  小畑川 令和  4年 3月 29日 

出典：国土交通省、千葉県ホームページ 

利根川 

黒部川 

高田川 

三宅川 
清水川 

小畑川 

《市全域の対象河川》 
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（１）分析項目 

災害ハザード情報と、建物分布や避難施設の分布状況の情報を重ね合わせることにより、
災害リスクの分析と定量的評価を行いました。 

 
〈災害ハザードデータと都市の情報の重ね合わせの項目〉 

重ね合わせの情報 分析の視点 評価 

①浸水深（想定最大規模）
＋住居系建物分布 

浸水深が高い
区域に建物が
どの程度立地
しているのか 

◆床上浸水が想定される0.5ｍ以上の区域に
ある住宅の抽出 

◆1階が完全に浸水してしまう浸水深3.0ｍ
以上の区域にある住宅の抽出 

②家屋倒壊等氾濫想定区
域（河岸侵食） 
＋住居系建物分布 

家屋倒壊の危
険性がないか 

◆家屋倒壊等氾濫想定区域内にある災害リ
スクのある住宅を抽出 

③浸水継続時間 
（想定最大規模） 
＋住居系建物分布 

長期にわたっ
て孤立する住
宅があるか 

◆3日以上孤立すると水・食料が不足する
との結果より、浸水継続時間が72時間以
上のエリアにある住宅を抽出 

④浸水深（想定最大規模） 
＋避難施設分布 

避難施設が活
用可能か ◆自動車でのアクセスが困難となる浸水深

0.3ｍ以上に立地している施設を抽出 ⑤浸水深（想定最大規模）
＋要配慮者施設 

施設が継続利
用できるか 

⑥浸水深 
＋道路網(幹線道路) 

道路網として
通行可能か 

◆自動車でのアクセスが困難となる浸水深
0.3ｍ以上に立地している施設を抽出 

⑦津波浸水想定区域 
＋住居系建物分布 

家屋倒壊の危
険性がないか 

◆津波では浸水深２.0ｍを超えると木造建
物が全壊する割合が大幅に増えるため、浸
水深2.0ｍ以上の区域の住宅を抽出 

⑧土砂災害特別警戒区
域・土砂災害警戒区域 
＋住居系建物分布 

土砂災害の被
災リスクの可
能性があるの
か 

◆土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域
内にある災害リスクのある住宅を抽出 

⑨急傾斜地崩壊危険区域 
＋住居系建物分布 

家屋倒壊の危
険性がないか 

◆急傾斜地崩壊危険区域内の災害リスクの
ある住宅を抽出 

  

５－２ 重ね合わせによる災害リスクの分析と定量的評価 

・防災指針では、コンパクトで安全なまちづくりを推進するため、居住誘導区域に残存する災
害リスクに対して、計画的かつ着実に必要な防災・減災対策に取り組むことが必要です。 

・よって、次項より、居住誘導区域と用途地域内において重ね合わせによる災害リスクの分析
を進め、各施策の検討につなげていきます。 
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①浸水深（想定最大規模）×住居系建物分布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

《浸水深（想定最大規模）×住居系建物分布》 

■用途地域内の洪水浸水想定区域の中にある住居は 2,217棟あり、内訳は以下の通りです。 
・浸水深 0.5ｍ以上、１階浸水の可能性がある建物（住居系）：2,196棟 
・浸水深 3.0ｍ以上、２階浸水の可能性がある建物（住居系）：21棟 

■仲ノ町駅の南側や銚子駅の西側で、浸水深 0.5ｍ以上の区域に住宅が立地しています。特
に仲ノ町駅南側では、浸水深 3.0ｍ以上の区域に住宅が立地しています。 

〈浸水深による建物の浸水レベル〉 
・浸水深 0.5ｍ～3.0ｍ未満では、1階建て
の建物はほぼ浸水してしまいます。 

・浸水深 3.0ｍ～5.0ｍ
未満になると、2階建
ての建物もほぼ浸水
してしまいます。 

出典：利根川水系利根川、黒部川、高田川、三宅川、清水川、小畑川水系小畑川（千葉県県土整備部河川環
境課）のデータを使用し作成 
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②家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食）×住居系建物分布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

《家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食）×住居系建物分布》 

■用途地域内の家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食）内の住居系の建物は 104棟あり、利
根川沿いに多く分布しています。 

出典：千葉県情報マップ、銚子市資料 
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③浸水継続時間（想定最大規模）×住居系建物分布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

《浸水継続時間（想定最大規模）×住居系建物分布》 

■「水災害の被害指標分析の手引き（国土交通省）」によると、浸水継続時間が 72時間以上
（3日間）になると、長期の孤立に伴う飲料水や食料等の不足によって健康障害の発生、
生命の危機が生じるおそれがあるとされています。 

■用途地域内において、利根川沿いに 3日間未満の浸水継続時間が想定されていますが、浸
水継続時間が 72時間以上の箇所に立地する住居系建物はありません。 

出典：内閣府「大規模水害対策に関する調査委員会資料
自宅に留まった場合の生活環境イメージ」 

出典：利根川水系利根川、黒部川、高田川、三宅川、清水川、小畑川水系小畑川（千葉県県土整備部河川環境課）
のデータを使用し作成 
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④浸水深（想定最大規模）×避難施設分布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

《浸水深（想定最大規模）×避難施設分布》 

■用途地域内の避難所が浸水時に活用できるかを検討しました。 
■「水災害の避難指標分析の手引き（国土交通省）」によると、浸水深 0.3ｍ以上は、災害
時要援護者の避難が困難な水位とされています。 

■用途地域内の各避難施設のうち、浸水深 0.3ｍ以上の箇所に立地する施設は、７施設とな
っています。 

 
 
 
 
 
 

浸水深と社会福祉施設の機能低下との関係 
（水害の被害指標分析の手引（平成 25年試行版）（国土交通省）） 
30cm：自動車が走行困難、災害時要援護者の避難が困難な水位 
50cm：徒歩による移動困難、床上浸水 
70cm：コンセントに浸水し停電（介護設備等の使用困難） 

出典：銚子市資料、洪水浸水ハザードは利根川水系利根川、黒部川、高田川、三宅川、清水川、小畑川水系小
畑川（千葉県県土整備部河川環境課）のデータを使用し作成 

 

 

浸水深 0.3ｍ以上の箇
所に位置する７施設 
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県立銚子商業高校海洋科 

パレット銚子 

⑤浸水深（想定最大規模）×要配慮者施設（病院・福祉施設等） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

《浸水深（想定最大規模）×要配慮者施設（病院・福祉施設等）》 

■本市での要配慮施設の選定については、銚子市地域防災計画（令和 4年 3 月修正版）に
記載されている土砂災害警戒区域等内における要配慮者施設及び洪水（利根川）浸水想定
区域内における要配慮者施設の 8棟を対象としています。 

■用途地域内の要配慮者施設５棟のうち、浸水深 0.3ｍ以上の箇所に立地する施設は、県立
銚子商業高校海洋科とパレット銚子の 2棟となっています。 

出典：銚子市資料、洪水浸水ハザードは利根川水系利根川、黒部川、高田川、三宅川、清水川、小畑川水系
小畑川（千葉県県土整備部河川環境課）のデータを使用し作成 
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国道 126号 

国道 356号 

国道 124号 

⑥浸水深（想定最大規模）×道路網(幹線道路、緊急輸送道路) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

《浸水深（想定最大規模）×道路網(緊急輸送道路)》 

■「水災害の被害指標分析の手引き（国土交通省）」によると、浸水深 0.3m以上は、自動
車の通行の支障や道路途絶が懸念される水位とされています。 

■銚子駅西側を通り、緊急輸送道路の１次路線である国道 124号、国道 126号、国道 356
号の一部において、浸水深 0.3ｍ以上となっています。 

 
 
 
 
 

浸水深と自動車通行との関係 
（水害の被害指標分析の手引（平成 25年試行版）（国土交通省）） 
10cm：乗用車のブレーキの効きが悪くなる 
20cm：道路管理者によるアンダーパス等の通行止め基準 
30cm：自治体のバス運行停止基準、乗用車の排気管やトランスミッション等が浸水 
60cm：JAFの実験でセダン、SUVともに走行不可 

出典：銚子市資料、洪水浸水ハザードは利根川水系利根川、黒部川、高田川、三宅川、清水川、小畑川水系小
畑川（千葉県県土整備部河川環境課）のデータを使用し作成 
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⑦津波浸水想定区域×建物分布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

《津波浸水想定区域×建物分布》 

■浸水深 2.0ｍ以上の区域では、木造建物が全壊となる割合が大幅に高まります。本市では、
銚子漁港等、海に面する箇所を中心に存在しています。 

■これらの箇所に立地する建物（住居系）は用途地域内に 588 棟あり、外川駅東側や本銚
子駅北側の海岸沿いで多く見られます。 

出典：銚子市資料 

出典：気象庁ホームページ「津波波高と被害程度」 

※津波波高(m)は、船舶、養殖筏など海上にあるものに対してはおおむね海岸線における津波の高
さ、家屋や防潮林など陸上にあるものに関しては地面から測った浸水深となっています。 

※上表は津波の高さと被害の関係の一応の目安を示したもので、それぞれの沿岸の状況によって
は、同じ津波の高さでも被害の状況が大きく異なることがあります。 
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⑧土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域×建物分布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

《土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域×建物分布》 

■土砂災害特別警戒区域については、レッドゾーンとして国の方針でも居住誘導区域に含ま
ないこととすべきと示されており、本市の居住誘導区域の周辺では、銚子駅南側周辺を中
心に土砂災害特別警戒区域が指定されており、その周辺にイエローゾーンである土砂災害
警戒区域があります。 

■土砂災害特別警戒区域、土砂災害警戒区域内に立地する建物（住居系）は、用途地域内も
しくはその周辺に 539棟あり、内訳は以下の通りです。 
・土砂災害特別警戒区域内に立地する建物（住居系）：84棟 
・土砂災害警戒区域内に立地する建物（住居系）：670棟 

出典：千葉県情報マップ、銚子市資料 

出典：銚子市ハザードマップ（土砂災害の種類） 
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⑨急傾斜地崩壊危険区域×建物分布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

《急傾斜地崩壊危険区域×建物分布》 

■急傾斜地崩壊危険区域とは、「急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律」において、
傾斜度が 30度以上である土地とされています。（急傾斜地法第 2条） 

■急傾斜地崩壊危険区域については、レッドゾーンとして国の方針でも居住誘導区域に含ま
ないこととすべきと示されており、本市の居住誘導区域の周辺では、銚子駅南側周辺を中
心に急傾斜地崩壊危険区域に指定されている区域があります。 

■急傾斜地崩壊危険区域内に立地する建物（住居系）は、用途地域内に 411棟あります。 

出典：千葉県情報マップ、銚子市資料 

 

出典：銚子市ハザードマップ（危険箇所をチェックしよう） 
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前述の「第１章（７）災害ハザード」「５－２重ね合わせによる災害リスクの分析と定

量的評価」を踏まえ、居住誘導区域・都市機能誘導区域を設定する上での防災上の課題を
整理します。 
課題整理は、用途地域内を対象に、リスクを有する箇所の一定のまとまりや、まちづく

りの単位を考慮し、都市計画マスタープラン地域別構想の３地域を基に、用途地域指定の
ある２地域で整理します。 

 

■課題の整理箇所 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

５－３ 地域ごとの防災上の課題の整理 

中央地域 東部地域 

出典：都市計画マスタープラン（地区区分図） 




